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第6回通常総会 （27.5.22）



第
6
回
宗
谷
南
農
業
協
同
組
合
通
常
総

会
が
、
5
月
22
日
枝
幸
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
組
合
員
（
本
人
出
席
63
名

書
面
出
席
39
名

委
任
状
出
席
16
名
）
１
１

８
名
が
出
席
の
も
と
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

物
故
組
合
員
・
役
職
員
へ
の
黙
祷
か
ら
始

ま
り
、
Ｊ
Ａ
綱
領
朗
読
後
、
激
励
状
及
び
、

良
質
乳
出
荷
者
表
彰
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

開
会
に
あ
た
り
向
井
地
組
合
長
は
、
昨

年
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
に
つ
い
て
、
当
初
５
品
目

は
守
る
と
言
う
衆
参
両
議
決
も
あ
り
ま
し

た
が
、
日
本
の
思
う
よ
う
に
は
い
か
な
い
様

で
あ
り
ま
す
。
日
本
の
農
業
、
日
本
の
食
糧
、

農
業
者
の
生
活
を
守
る
た
め
に
戦
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
重
要
で
あ
る

事
、
ま
た
Ｊ
Ａ
改
革
が
大
き
な
話
題
と
な

り
、
Ｊ
Ａ
改
革
の
中
に
は
、
准
組
合
員
の
利

用
制
限
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
、
農
業
者
で
な

い
准
組
合
員
が
農
協
を
利
用
す
る
の
は
い

け
な
い
と
言
っ
て
い
る
事
に
対
し
て
、
地
方

創
生
や
地
域
住
民
の
為
に
も
利
用
制
限
す

る
事
に
疑
問
を
抱
い
て
い
る
事
を
訴
え
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
合
併
に
つ
き
ま
し
て
は
、
宗
谷
管
内

の
合
併
構
想
は
、
今
か
ら
23
年
前
に
遡
り
、

過
去
色
々
な
枠
組
み
で
構
想
さ
れ
、
現
在

に
至
っ
た
状
況
に
つ
い
て
組
合
員
に
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

農
協
運
営
に
お
き
ま
し
て
、
生
乳
の
生
産

量
は
計
画
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
皆
様
の
営
農
努
力
と
、
職
員

の
日
頃
の
経
営
努
力
に
よ
り
、
最
終
的
に

は
昨
年
の
繰
越
金
を
合
わ
せ
剰
余
金
は
1

億
3
千
万
円
程
を
計
上
出
来
た
事
を
組
合

員
に
お
礼
を
述
べ
、
提
案
す
る
議
案
に
つ
い

て
、
審
議
を
お
願
い
し
、
開
会
の
挨
拶
と
致

し
ま
し
た
。

議
長
に
は
歌
登
地
区
の
小
椋
義
則
さ
ん

が
選
出
さ
れ
、
議
案
の
審
議
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

議
案
第
１
号
か
ら
第
6
号
、
そ
し
て
第
7

号
の
第
3
次
中
期
5
ヶ
年
計
画
の
設
定
に

つ
い
て
、
全
議
案
を
賛
成
多
数
で
承
認
さ

れ
た
後
、
報
告
事
項
1
の
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本

方
針
の
変
更
に
つ
い
て
、
報
告
事
項
2
の
労

働
保
険
事
務
組
合
の
平
成
26
年
度
保
険
料

の
徴
収
・
納
付
状
況
に
つ
い
て
を
報
告
し
、

審
議
並
び
に
報
告
の
す
べ
て
を
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

審
議
終
了
後
、
宗
谷
南
農
業
協
同
組
合
、

宗
谷
南
農
協
青
年
部
、
宗
谷
南
農
協
女
性

部
を
代
表
し
て
、
青
年
部
の
今
尚
春
部
長

と
女
性
部
の
奥
出
き
い
部
長
両
名
に
よ
る

「
農
協
改
革
に
関
す
る
決
議
」
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等

国
際
貿
易
交
渉
か
ら
北
海
道
を
守
り
抜
く

決
議
」
の
決
議
文
を
朗
読
、
盛
大
な
拍
手

を
も
っ
て
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

閉
会
に
あ
た
り
向
井
地
組
合
長
は
、
今

現
在
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

Ｊ
Ａ
改
革
と
厳
し
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

我
々
が
酪
農
に
魅
力
と
自
信
を
持
ち
営
農

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
、
ま
た
今
回
激

励
状
を
受
賞
さ
れ
た
若
い
後
継
者
4
名
の

皆
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
い
に
将
来
の
酪

農
業
に
夢
と
希
望
を
持
ち
、
自
信
を
持
っ

て
経
営
し
て
頂
き
た
い
と
、
激
励
し
て
閉
会

の
挨
拶
と
し
ま
し
た
。

激励状贈呈者

後継者

中島 瑞希 さん

山田 唯太 さん

坂東 翼 さん

工藤 慎司 さん

表彰状贈呈者

良質乳出荷者表彰

山崎 孝敏 さん

菅原 一人 さん

佐々木 寿征 さん

右手奥から、

中島 瑞希さん

山田 唯太さん

坂東 翼 さん

これからの営農頑張ってください

良質乳出荷表彰を受ける山崎 孝敏さん 良質乳出荷表彰を受ける菅原 一人さん

農協改革に関する決議文を朗読

する青年部員

ＴＰＰ等国際貿易交渉から北海

道を守り抜く決議文を朗読する

女性部員

議長に選任された小椋義則さん



5
月
16
日
、
道
北
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト

シ
ョ
ウ
が
ホ
ク
レ
ン
豊
富
地
域
家
畜
市
場
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
宗
谷
地
域
・
留
萌
地
域

か
ら
１
７
５
頭
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
宗
谷
南
か
ら
は
、
6
戸
14
頭
の
出
品

が
あ
り
、
見
事
1
部
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
小

椋
義
則
さ
ん
出
品
の
「
オ
ム
ラ

ボ
ル
ド
ア
」

号
が
未
経
産
の
部
で
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
輝
き
、
2
部
で
は
、
赤
坂
一
弘
さ
ん
出

品
の
「
ニ
シ
キ

フ
オ
ー
チ
ユ
ン

モ
ア

シ
ド
」

号
が
2
位
を
獲
得
、
3
部
で
は
、
小
椋
義
則

さ
ん
出
品
の
「
Ｔ
Ｍ
Ｆ

ホ
ン
マ

エ
ミ
ー
ル

チ

ツ
プ

マ
ー
ト
ン
」
号
が
1
位
、
寺
前
吉
幸
さ

ん
出
品
の
「
ハ
ー
バ
ー
ビ
ユ
ー

ウ
イ
ン
ド
ブ

ル
ツ
ク

シ
マ
ー
」
号
が
4
位
を
獲
得
、
4
部

で
は
、
内
田
喜
久
男
さ
ん
出
品
の
「
ハ
ッ
ピ
ー

ラ
イ
ン

ア
メ
イ
ジ
ン
グ

エ
ツ
セ
」
号
が
1
位

を
獲
得
、
7
部
で
は
、
小
椋
義
則
さ
ん
出
品

の
「
ウ
イ
ン
タ
ー
プ
レ
ー
ス

Ａ
Ｗ

バ
レ
ン
タ

イ
ン

ミ
ツ
シ
ー
」
号
が
3
位
獲
得
な
ど
、
上

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
の
は
、

遠
別
町
の
佐
久
間
陽
生
さ
ん
出
品
の
「
レ
ツ

ド
ブ
リ
ツ
ク

Ｉ

ゼ
ニ
ス

シ
ヤ
ニ
ア
」
号
で
し

た
。
し
か
し
ど
の
乳
牛
達
も
レ
ベ
ル
が
高
く
、

宗
谷
・
留
萌
の
乳
牛
改
良
が
ハ
イ
レ
ベ
ル
で

あ
る
事
が
う
か
が
え
る
道
北
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ

ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

出
品
者
の
皆
様
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
共
進
会
に
お
い
て
も
更

な
る
好
成
績
を
目
指
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

小椋義則さん出品の「オムラ ボルドア」赤坂一弘さん出品の「ニシキ フオーチユン モア シド」内田喜久男さん出品の「ハツピーライン アメイジング エツセ」

寺前吉幸さん出品の「ハーバービユー ウインドブルツク シマー」 高橋慶大さん出品の「ポールスター シーバー ジヤツクリーン」関口真也さん出品の「Ｍ．Ｆ ロベル スパークリング」



4
月
23
日
、
酪
農
振
興
セ
ン
タ
ー
に

て
、
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
青
年
部
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
関
係
者
ら
21
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

冒
頭
の
挨
拶
で
森
次
部
長
は
、
26
年

度
の
青
年
部
活
動
と
し
て
は
、
み
る

き
ぃ
ち
ゃ
ん
を
中
心
と
し
た
牛
乳
・
乳

製
品
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
「
農
村
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
」
の
実

施
や
、
目
標
で
あ
っ
た
、
よ
り
多
く
の

部
員
が
青
年
部
活
動
に
参
加
す
る
事

が
達
成
で
き
、
充
実
し
た
一
年
で
あ
っ

た
事
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
の
北
海
道
議
会
議
員
の

三
好
雅
議
員
は
、
「
皆
様
の
ご
支
援
に

よ
り
、
再
選
さ
せ
て
頂
い
た
」
と
改
め
て

お
礼
を
述
べ
、
農
業
が
地
域
や
環
境
を

守
っ
て
い
る
事
を
都
市
部
の
方
々
に
理

解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
尽
力
す
る
事

を
約
束
し
、
今
日
は
、
自
分
と
同
世
代

で
あ
る
、
青
年
部
の
方
々
と
、
色
々
な

事
を
気
軽
に
話
し
て
行
き
た
い
と
話
さ

れ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
し
ま
し
た
。

議
長
に
は
、
風
烈
布
地
区
の
山
下
豊

さ
ん
が
選
任
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
今
年
は
、
改

選
期
と
い
う
事
で
、
森
次
部
長
に
代
わ

り
、
音
標
地
区
の
今
尚
春
さ
ん
が
新
た

な
部
長
に
選
任
さ
れ
、
今
部
長
は
、

「
当
青
年
部
が
飛
躍
出
来
る
様
、
宗
青

協
の
会
長
で
も
あ
る
関
口
さ
ん
を
積

極
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
他
、
牛
乳
・
乳

製
品
Ｐ
Ｒ
活
動
も
更
に
力
を
入
れ
て
活

動
し
て
い
き
た
い
。
」
と
述
べ
閉
会
し
ま

し
た
。

4
月
21
日
酪
農
振
興
セ
ン
タ
ー
に
て
、
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
女

性
部
通
常
総
会
が
行
わ
れ
、
関
係
者
ら
お
よ
そ
20
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

始
め
に
、
女
性
部
環
境
整
備
の
表
彰
と
し
て
花
の
部
門

で
白
取
と
み
子
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
、
次
に
野
菜
の
部
門

で
今
井
美
奈
子
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
当
た
り
奥
出
部
長
は
、
昨
年
は
雪
解
け
の
遅

れ
か
ら
牧
草
の
品
質
が
心
配
さ
れ
た
が
、
今
年
は
雪
解

け
が
早
く
今
ま
さ
に
、
牧
草
収
穫
の
準
備
を
さ
れ
て
い

る
事
だ
と
思
う
が
、
怪
我
に
は
十
分
注
意
を
し
て
ほ
し

い
と
、
農
作
業
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
の
北
海
道
議
会
議
員
の
三
好
雅
議
員
か

ら
は
、
現
在
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
農
協
改
革
な
ど
大
き
な
問
題
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
農
業
者
の
皆
様
の
負
担
を
少
し
で
も

軽
く
な
る
よ
う
私
達
も
頑
張
り
、
そ
し
て
皆
様
の
こ
れ

か
ら
の
活
躍
に
期
待
し
、
実
り
多
い
年
に
な
る
よ
う
に
と
、

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

事
業
報
告
で
は
、
花
壇
整
備
や
研
修
旅
行
、
地
域
の
活

動
に
積
極
的
に
参
加
し
た
事
を
報
告
し
ま
し
た
。
27
年

度
の
活
動
計
画
で
は
、
組
織
の
強
化
と
活
動
体
制
の
強

化
、
農
協
事
業
の
学
習
と
活
動
へ
の
参
加
、
営
農
と
生
活

改
善
の
推
進
、
良
質
乳
の
出
荷
、
担
い
手
セ
ン
タ
ー
施
設

の
積
極
的
利
用
を
重
点
目
標
と
し
、
家
族
の
健
康
管
理

や
農
作
業
事
故
の
防
止
に
も
努
め
る
と
し
ま
し
た
。

今
年
は
役
員
の
改
選
期
で
も
あ

り
、
部
長
に
は
奥
出
部
長
が
再
任

さ
れ
、
小
林
副
部
長
、
菊
池
副
部

長
、
理
事
に
は
樋
口
睦
美
さ
ん
、

日
南
利
さ
ん
、
監
事
に
は
小
椋
八

重
子
さ
ん
、
向
井
地
早
苗
さ
ん

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
閉
会
後

は
、
食
事
を
囲
み
、
今
後
の
女
性

部
の
活
動
の
話
な
ど
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

新部長の今 尚春さん ４Ｈクラブの皆様も参加しました 森次部長の挨拶

総会終了後の懇親会 新役員

左から 奥出部長、日南 利さん、小林 幸恵さん

樋口 睦美さん

代理で表彰をうける、山岸さん（上）と樋口さん（下）



5
月
31
日
ベ
ト
ナ
ム
実
習
生
受
け
入
れ
促
進

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
お
よ
そ
40
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

日
本
農
業
に
お
い
て
は
、
担
い
手
不
足
、
労
働

力
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
枝

幸
町
に
お
い
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
問
題
を
ベ
ト
ナ
ム
実
習
生
受
け
入
れ
で
緩

和
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
、
東
亜
総
研

様
ご
協
力
の
下
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
至
り

ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
向
井
地
組
合
長
は
、

日
曜
日
で
は
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
方
に
ご
参

加
頂
い
た
事
に
お
礼
を
述
べ
、
研
修
生
受
け
入

れ
に
あ
た
り
、
今
後
研
修
施
設
に
対
し
て
の
助

成
等
の
検
討
も
含
め
、
こ
れ
か
ら
の
労
働
力
不

足
に
対
し
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

を
話
さ
れ
、
開
会
の
挨
拶
と
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
元
自
民
党
幹
事
長
で
、
現
東
亜
総
研

の
代
表
理
事
・
会
長
で
あ
り
ま
す
、
武
部
勤
氏
よ

り
長
年
の
ベ
ト
ナ
ム
と
の
交
流
よ
り
生
ま
れ
た
、

ベ
ト
ナ
ム
実
習
生
受
け
入
れ
の
経
緯
を
伺
い
、
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、

東
亜
人
材
★
北
見
よ
り
、
3
名
の
方
が
来
町
さ

れ
、
竹
村
得
夫
次
長
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

始
め
に
、
外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
つ
い
て
、

単
な
る
労
働
力
で
は
な
く
、
「
人
づ
く
り
」
に
寄

与
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い
る
事
を
強
調
さ
れ
、

実
際
に
実
習
生
を
受
け
入
れ
る
際
に
は
受
け
入

れ
先
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
必
要
で
あ
る
様
で
す
。

ま
た
、
受
け
入
れ
申
し
込
み
か
ら
、
受
け
入
れ

ま
で
に
は
最
短
で
も
6
ヵ
月
の
期
間
を
要
す
る

事
と
、
費
用
に
関
し
て
は
概
ね
１
月
当
た
り
20

万
円
程
度
掛
る
事
を
ご
理
解
頂
き
た
い
と
説
明

さ
れ
、
今
後
ベ
ト
ナ
ム
実
習
生
受
け
入
れ
が
普
及

し
て
い
け
ば
、
更
に
よ
り
良
い
仕
組
み
が
出
来
る

事
と
、
ベ
ト
ナ
ム
人
は
勤
勉
で
仕
事
熱
心
で
あ
り
、

皆
様
の
力
に
な
れ
る
と
同
時
に
、
日
本
の
高
度

な
技
術
を
普
及
さ
せ
る
為
に
も
、
多
く
の
方
に

ご
利
用
し
て
頂
き
た
い
と
、
お
願
い
し
閉
会
致
し

ま
し
た
。

一般財団法人東亜総研とは？

日本と東アジア並びに関連する地域において、互いを思いやる協和の精神に則り、共に栄えることを目的として、平成２５年６月２７

日に設立しました。

様々な対話や事業を通じて信頼関係を醸成し、他国の問題も自らの問題と自覚し、日本の持てる力を日本と東アジアのために発

揮、東アジアの民生向上と経済発展に寄与し、それらの活動によって国と国との友好関係を強め、地域の安定と世界の平和・繁栄

に貢献することを目的としています。

武部 勤代表理事・会長の挨拶

左から東亜人材★北見

所 長 大髭 輝雄氏

次 長 竹村 得夫氏

担当理事 長澤 薫氏

説明して頂いた、竹村 得夫次長



①
体
型
審
査
の
目
的

酪
農
経
営
を
行
う
上
で
、
乳
牛
に
第
一

に
求
め
る
も
の
は
泌
乳
能
力
で
す
。
そ
し

て
、
乳
牛
の
本
当
の
価
値
は
、
そ
の
牛
が

一
生
涯
に
ど
の
く
ら
い
の
乳
量
を
生
産
し

た
か
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
生
涯
生
産

能
力
を
よ
り
高
め
て
い
く
こ
と
が
生
産
コ

ス
ト
の
低
減
と
、
収
益
性
の
向
上
に
つ
な

が
り
ま
す
。

長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
高
い
泌
乳
能
力

を
維
持
す
る
に
は
、
健
康
で
骨
格
の
し
っ

か
り
し
た
体
型
と
形
状
・
付
着
の
よ
い
乳

房
、
丈
夫
な
肢
蹄
等
が
必
要
で
す
。
こ
れ

ら
は
飼
養
管
理
や
搾
乳
管
理
の
作
業
効

率
を
高
め
る
上
で
も
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
乳
牛
の
審
査
は
、
体
の

各
部
位
の
機
能
性
を
評
価
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
牛
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
高
い

泌
乳
能
力
を
発
揮
で
き
る
か
否
か
を
判

定
す
る
手
法
で
す
。

②
体
型
得
点
形
質
と
線
形
形
質

体
型
審
査
で
は
、
体
型
得
点
形
質
の

採
点
と
線
形
形
質
の
評
価
が
行
わ
れ
ま

す
。体

型
得
点
形
質
は
乳
牛
ら
し
い
体
型

を
把
握
す
る
形
質
で
あ
り
、
線
形
形
質

は
、
詳
細
な
体
型
的
特
長
を
明
ら
か
に

し
、
そ
れ
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
も
と

に
、
機
能
的
体
型
を
改
良
す
る
た
め
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

↑ホルスタイン種雌牛理想体型

6歳、分娩後5カ月、乳量9,000㌔以上

体
型
審
査
に
つ
い
て
その1

③
体
型
得
点
形
質

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
雌
牛
審

査
標
準
に
基
づ
き
、
体
貌
と

骨
格
（
25
％
）
、
肢
蹄
（
20
％
）
、

乳
用
強
健
性
（
15
％
）
、
乳
房

（
40
％
）
の
４
部
位
14
項
目
が

採
点
さ
れ
、
決
定
得
点
が
決

ま
り
ま
す
。
決
定
得
点
が
高

い
ほ
ど
理
想
体
型
に
近
い
と

言
え
ま
す
。

体
型
審
査
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
デ
ー
タ
は
雄
牛
と
雌

牛
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
伝
評
価
に

利
用
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
総
合

指
数
（
Ｎ
Ｔ
Ｐ
）
を
構
成
す
る

重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｐ
は
乳
牛
を
総
合
的
に

遺
伝
改
良
す
る
た
め
に
開

発
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
よ

り
Ｎ
Ｔ
Ｐ
の
高
い
雌
牛
の
子

孫
を
残
し
て
い
く
こ
と
で
、

泌
乳
能
力
と
機
能
的
体
型

に
優
れ
た
牛
群
を
作
り
上

げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。



乳牛は第1胃で採食したものを発酵・分解する際に熱生産がある為、寒冷に対しては強い反面、暑熱に

対しては非常に弱い動物であり、４℃～２４℃が適温環境である事は知られている所であります。

パンティング～暑熱を意識した観察では、パンティングが目安になります。

・乳牛は皮膚の表面と呼吸器を通して熱を放散させます。牛は汗腺の数が少ないため汗をかいて熱を放散さ

せる事が苦手です。そのため冷却方策が行われないと、呼吸器を通して大量の熱を放散しなければなりませ

ん。この状態をパンティング（呼吸速迫）と呼びます。

パンティングを起こす条件では、牛は通常反芻しません。この事がアシドーシスの大きな原因となります。

主な暑熱対策

・舎飼の場合は扇風機等で体感温度を下げる。

・放牧地やパドックに日陰が無い場合は、日中の暑い時間帯への舎外に出すのを避ける。

・品質の良い粗飼料を給与する。（ルーメン内の通過スピードが速まり発酵熱が抑えられる）

・ルーメン内のｐＨを下げないように、重層等の給与を行う。

・放牧草の採食量を落とさないように、掃除刈りなどの放牧地管理を行う。

・ミネラルを増給する。（発汗と排尿の増加により、多くのミネラルが排出され要求量が増えるため）

・新鮮な水を自由に飲めるようにする。（乳牛はどの栄養素の欠乏より、水の不足により速くそして重度に苦しむ）

宗谷農業改良普及センター 技術情報引用

あなたのｳォｰﾀｰ

ｶｯﾌﾟはこのように

なっていません

か？

特に夏場の給水設備の汚れは、細菌やカビが

増殖し、新鮮な水を飲むことができず、乳量の低

下や乳房炎の原因にもなります。

給水設備の清

掃では重層を

使うと効果的で

す。

祝
未だ酪農情勢は厳しい中、明

るいニュースが飛び込んできまし

た。

風烈布地区の番場健悟さんが、

５月２５日にご結婚しました。

お相手は、兵庫県出身の朋子

さん 二人は番場さんがかつて

掲載していたブログで知り合い、

写真や動物が好き、ペットの猫

の名前が同じという相性のよさで

意気投合 、番場さんの優しさや、

同じ人生観に魅かれた朋子さん

番場さんの熱烈なアピールもあ

り二人は見事ゴールインを果た

しました。

番場さんは、朋子さんの為にも、

家族でよりよい酪農経営を目指

して行きたいと、語ってくれました。



５月２０日・２１日の２日間に渡り、夏季預託牛の受け入れを開始しました。作業に当ったのは、町内酪農家・枝幸町職員・

アグリサポート職員・農協職員等３０名で行い、２日間でおよそ４００頭の乳用育成牛を受け入れました。入牧作業の途中、

雨にあたりながらも若手酪農家の頑張りでスムーズに入牧作業は進み、冬季預託牛と併せると７００頭が放牧される事にな

ります。

春の大感謝祭
4月29日(水)、資材店舗・Ａコープ・給油所・メカニック合同で、大感謝祭を行いました。天候にも恵まれ売り上げ目標も大きく

上回り、大盛況のなか終了することが出来ました。皆様のご協力に大変感謝しております。

一般のお客さんも数多く来店し、店舗前は大盛況で賑わっていました。

今後も継続していく計画を立てておりますので、ご購買の程宜しくお願い致します。

5月27日、今年初めての活動

として、岡島看板整備をおこな

いました。

青年部盟友が自前のブラシ

カッターや、耕運機を持ち寄り、

看板下花壇とその周辺を綺麗

に除草。

その後、女性部員により、今

年は試験的にミックスフラワー

の種が蒔かれました。

befor afte

岡島看板下花壇整備
宗
谷
南
農
協
青
年
部
・
女
性
部

編
集
委
員

村
田

太

伊
藤

太
良

川
合

直
樹

滝
口

直
也

森
川

忠
幸

高
本

等

浦
谷

正
憲


